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224　　小児例脳血流SPECTの散乱減弱補正の意義

足立　至，彰信義，土井健司，田渕耕次郎，宇都宮啓

太，松井律夫，末吉公三，楢林　勇（大阪医大・放）

小児例での大脳皮質，深部灰白質の分別能の向上のため

にtriple－energy－window（TEW）法による散乱補正および

Chang法による減弱補正の両者を行い（Scatter　and

absorption　correction以下SAC法），従来の補正をしない方

法（Standard法以下STD法）と小児例31症例を対象に対比

検討した．それぞれの画像の視覚的検討と深部基底核の

集積比を検討した．視覚的判定では全例でSTD法に比

べSAC法は深部基底核の描出に優れていたが，病変の

検出は両者とも可能であった．集積比は視床ではSTD

法が087±022に対しSAC法で122±0．09と1％以下
の危険率で有意に高くなった．これらの補正は再構成に

は時間を要するが被検者の負担が無いので，小児例の脳

血流SPECTの画質改善として望ましい方法である．

225　　　　　立位負荷Tc．99m　HMPAo脳sPEcT画像

のBaumkuchen　Map解析　一狭窄病変検出精度の検討一
久米典彦、林田孝平、lhn　Ho　Cho　（国循セン放）

　大脳皮質の血流分布を極座標に展開する皮質血流マップ

を考案し、立位負荷脳SPECTに応用した。極座標マップ

　（Baumkuchen　Map＝BKM）は、　Tc－99mHMPAO脳
SPECTのサイノグラムを20％カットオフし、これを外輪
郭、外輪郭を50％に縮小し、これを内輪郭とし、これら

に囲まれる領域をSPECT画像に重ね、60領域に分割して
カウントの最大値のプロファイルカーブを求め、頭頂部か

ら脳底部に重ね表示した。主幹動脈狭窄（75－95％，95－

100％）を有する症例に立位負荷Tc－99mHMPAO脳
SPECTを行い、　BKM解析法を用いた視覚的脳虚血の検出
精度について検討した。BKM解析法は、大脳皮質の血流分

布を一枚の画像で連続的に観察でき、通常の脳SPECT画

像より脳虚血の検出、範囲の評価に優れ、脳血管狭窄病変

の検出において有効な解析法であった。

226　　　　3次元収集PETの負荷試験における慣れ

　についての考察

　清家裕次郎，奥直彦，福地一樹，植原敏勇（阪大放部）、山

　本晴子、森脇博、橋川一一雄、松本昌泰、堀正二（同一

　内）、渡辺嘉之、西村洋、西村恒彦（同トレーサ）

　　3次元収集PET（3D　PET）は2次元収集PET（2D　PET）に

比較して一回の撮影に必要なトレーサの量を軽減でき同

　一日の検査で2D　PETより多数の撮影ができる。そのた

　め負荷試験において同一人で安静時と負荷時の比較で統

　計的に有為な差が出現する回数の検査を行え、個人の認

知・神経活動の違いを調べられる可能性がある。しか

　し、実際には賦活には慣れの現象があり、3D　PETによ

　り検査回数がどれだけ減少できるかは判然としていな

　い。

　今回我々は、3D　PETの運動・認知等様々な負荷につ

いて慣れの現象を検討し、統計的考察に耐えうる一日の

検査回数を検討した。

227　SPEC，局所脳血濾蹟検査1こおける吸収

補正と散乱線補正の効果

飯田秀博、角　弘諭、成田雄一郎、柏倉明美、庄司安明、
木下俊文（秋田脳研・放）

　SPECTを用いた局所脳血流量定量検査において吸収補正

と散乱線補正の効果を調べた。正常ボランティア6名にトランスミッシ

ョンスキャンを伴うSPECT検査を施行、　IMPARG法をにより局所

脳血流量を定量し、O－15水PETと比較した。画像再構成は

逐次近似型OSEM法を採用し非一様なμ分布の情報を組み

入れた。散乱線の補正にはTDCS法を採用した。散乱線線

の補正により画像のコントラストは向上し、補正後ほぼPET画像

に匹敵する定量値が得られた。μ値は全脳平均でO．167cm’1

でありスライスにより約±3％変化した。骨および鼻腔領域で

は実測μ値が特に大きく変化したが、逐次近似型の再構成

を行なうと、この脳実質領域に与える影響は3％以下であ

り、一様なμ分布の仮定は十分正しいことが示された。

228　・D・ETを用いた［・．15］H・・、ct・．、，・。，、tu、，に

おける体幹放射能の影響

橋川一雄、森脇　博、山本晴子、坂口　学、松本昌泰、堀

正二（阪大一内）奥　直彦、清家裕次郎、植原敏勇（阪大

放部）西村　洋、渡辺嘉之、西村恒彦（阪大トレーサ）山

本誠一（神戸高専）菅野　巌（秋田脳研）

　脳3DP団「検査において体幹放射能が有効係数率を低下

されることが知られているが、これまでの研究はファント

ム実験などが中心で実際の【（＞15】H20　activation　studyにお

ける影響についての検討はほとんどなかった。我々は、体

幹と検出器の間に設置するシールドを開発し基礎的検討

からその有用性を報告してきた。今回、nommal　volunteer　3

群を対象とし、1）3D　PETシールド有り、2）3D　PETシール

ド無し、3）2D　PETの収集条件にてfinger　tapping負荷検査

を行い、｛（M5】H20　activation　stUdyの局所脳血流変化検出

能に及ぼす体幹放射能の影響を検討した。

229　　　Headt。me．vの3次元画像における散乱同時

計数の補正効果

庄司安明、三浦修一、飯田秀博、菅野　巖、高橋和弘、

畑睾　順、小川敏英、上村和夫（秋田脳研・放）北村圭司、

佐藤友彦、天野昌治（島津製作所・医技）

　PETでの3次元測定は2元測定に比べて感度が大幅に向

上するが、散乱同時計数も大幅に増加する。このため3次

元測定の定量化には散乱同時計数の補正が不可欠であり、

これまでいくつかのソフト的補正方法が報告されている。

我々は前回の学会で、検出器リング前面に装着した鉛セプ

タが体軸視野外からの散乱成hの低減に有効であることを

報告した。今回はさらに、3次元収集されたサイノグラム

上から散乱同時計数成分を推定し、ソフト的に補正する方

法を試みた。同一被験者による3次元、2次元臨床測定画

像の解析やプアントム実験の結果から本補正法の効果につ

いて検討したので報告する。
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